
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
セ
ン
ト

ラ
ル
と
教
育
改
革
、
そ
の

先

に

あ

る

T
-

P
R

A
C

T
IS

S

構
想 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

東
海
国
立
大
学
機
構
理
事

／
岐
阜
大
学
副
学
長 

杉
山 
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東
海
国
立
大
学
機
構
（
以

下
「
機
構
」
と
い
う
。）
が
発

足
し
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
セ
ン

ト
ラ
ル
（
以
下
、「AC

」
と
い

う
。
）
が
設
置
さ
れ
、
四
年
が

経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。AC

で
は
、
新
た
な
価
値
を
創
造

し
、
世
界
や
地
域
に
貢
献
す

る
人
材
育
成
の
た
め
、
国
際

通
用
性
の
あ
る
教
育
の
実
践

を
目
指
し
て
、
こ
れ
ま
で
両

大
学
の
数
多
く
の
ス
タ
ッ
フ

（
教
員
五
十
名
、
事
務
職
員

三
十
四
名
：
令
和
五
年
十
一

月
現
在
）
が
、AC

の
あ
り
方

や
運
営
等
、
様
々
な
議
論
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。
そ
の
な

か
で
、「
学
修
者
本
位
の
教
育

の
実
現
」「
学
修
者
本
位
の
教

育
の
実
現
に
向
け
た
意
識
改

革
」「
次
世
代
教
育
へ
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
」
の
三
つ
の
重
点
推

進
施
策
を
定
め
て
、AC

の
活

動
を
進
め
て
い
ま
す
。 

ま
ず
、
学
修
者
本
位
の
教

育
の
実
現
と
こ
れ
に
向
け
た

意
識
改
革
の
た
め
、
教
育
・
学

修
効
果
や
様
々
な
学
生
活
動

の
可
視
化
に
よ
る
「
教
育
の

見
え
る
化
」
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
学
修
成

果
・
到
達
度
、
学
生
活
動
、
獲

得
し
た
能
力
、
自
己
研
鑚
等

の
記
録
をW

eb

上
で
可
視
化

す
る
学
生
ス
テ
ー
タ
ス
・
シ

ス
テ
ム
の
開
発
を
進
め
、
岐

阜
大
学
で
は
、
本
年
十
月
よ

り
、「crescendo

（
ク
レ
ッ
シ

ェ
ン
ド
）
」
と
名
付
け
た
シ
ス

テ
ム
が
全
学
生
対
象
に
始
動

し
ま
し
た
。
次
年
度
、
同
様
な

シ
ス
テ
ム
が
名
古
屋
大
学
で

も
導
入
さ
れ
る
予
定
で
す
。

こ
れ
ら
デ
ー
タ
の
解
析
を
も

と
に
教
育
改
善
を
推
進
し
、

教
職
員
の
意
識
改
革
、
さ
ら

に
教
育
の
質
保
証
へ
と
つ
な

げ
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

各
教
育
分
野
に
お
い
て
卒
業

時
に
達
成
す
べ
き
国
際
的
に

認
め
ら
れ
る
能
力
と
本
シ
ス

テ
ム
が
リ
ン
ク
す
れ
ば
、
質

保
証
を
備
え
た
国
際
通
用
性

の
あ
る
教
育
に
向
け
大
き
な

前
進
と
な
り
ま
す
。 

 

続
い
て
、
次
世
代
教
育
へ

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
す
。
法
人

統
合
の
結
果
、
今
年
度
よ
り

他
大
学
の
開
設
科
目
を
自
学

で
開
設
し
た
も
の
と
み
な
し

て
単
位
認
定
が
で
き
る
授
業

科
目
の
連
携
開
設
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、

名
古
屋
（
岐
阜
）
大
学
の
学
生

は
、
連
携
開
設
科
目
と
し
て

指
定
し
た
岐
阜
（
名
古
屋
）
大

学
の
授
業
科
目
を
受
講
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
例
え
ば
、
名
古
屋
大

学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
岐
阜
大

学
の
学
生
が
、
岐
阜
大
学
の

キ
ャ
ン
パ
ス
で
名
古
屋
大
学

の
学
生
が
受
講
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
実
際
に
夏
休
み
や

休
日
を
利
用
し
て
授
業
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
次
世

代
の
教
育
に
不
可
欠
な
オ
ン

ラ
イ
ン
や
オ
ン
デ
マ
ン
ド
に

よ
る
連
携
開
設
科
目
も
開
講

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

ICT

活
用
教
育
に
つ
い
て
は
、

コ
ロ
ナ
禍
を
受
け
て
急
速
に

普
及
し
た
も
の
の
、
教
育
効

果
の
検
証
含
め
課
題
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。
連
携
開
設
科

目
で
は
、
連
携
推
進
方
針
の

も
と
、AC
が
連
携
教
育
の
質

を
保
証
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
す
な
わ
ち
、AC

は
社

会
か
ら
大
学
に
求
め
ら
れ
て

い
る
教
育
改
革
「
教
育
の
質

保
証
」
を
推
進
す
る
体
制
で

あ
り
、AC

に
は
次
世
代
に
向

けICT

活
用
教
育
を
確
立
し
、

普
及
さ
せ
る
使
命
が
あ
り
ま

す
。 昨

年
度
、
岐
阜
大
学
は
、
中

部
学
院
大
学
、
岐
阜
市
立
女

子
短
期
大
学
と
と
も
に
「
地

域
活
性
化
人
材
育
成
事
業

（SPAR
C

）
」
に
採
択
さ
れ

ま
し
た
。
本
事
業
は
、
機
構
が

掲
げ
る
「T-PRAC

TISS

構

想
（
東
海
地
域
へ
の
価
値
創

造
の
展
開
）」
に
お
い
て
、
教

育
分
野
の
地
域
展
開
モ
デ
ル

と
な
り
ま
す
。
現
在
、
次
年
度

か
ら
の
本
格
的
始
動
に
向
け
、

三
大
学
参
加
の
大
学
等
連
携

推
進
法
人
設
置
の
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。
こ
の
法
人
で

は
、
機
構
同
様
に
連
携
開
設

科
目
の
開
講
が
可
能
と
な
り
、

機
構
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を

同
法
人
で
も
活
用
で
き
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。
今
年
度
よ

り
、AC

内
に
地
域
高
等
教
育

基
盤
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、

SPARC

と
連
携
を
図
る
体

制
と
し
ま
し
た
。 

 

最
後
に
、
大
学
は
疑
い
よ

う
も
な
い
教
育
機
関
で
す
。

一
方
で
、
教
育
を
使
命
と
す

る
機
関
に
も
関
わ
ら
ず
、「
教

育
負
担
」
と
い
う
言
葉
を
よ

く
耳
に
し
ま
す
。
大
学
の
よ

う
な
高
等
教
育
機
関
で
は
、

正
解
が
な
い
な
か
で
新
し
い

価
値
や
世
界
を
創
造
す
る
能

力
の
涵
養
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

こ
の
目
的
の
た
め
に
は
、
未

知
の
も
の
に
挑
む
研
究
を
通

し
た
教
育
は
不
可
欠
で
あ
り
、

大
学
で
優
れ
た
研
究
が
必
要

で
あ
る
理
由
で
す
。
例
え
ば
、

卒
論
・
修
論
・
博
論
指
導
は
典

型
的
な
個
別
指
導
・
課
題
解

決
型
教
育
で
あ
り
、
研
究
活

動
を
通
し
た
教
育
で
す
。「
教

育
負
担
」
に
は
、
こ
の
よ
う
な

研
究
を
通
し
た
人
材
育
成
を

「
教
育
」
に
位
置
付
け
て
い

な
い
背
景
が
あ
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。
人
材
育
成
・
教
育
が

大
学
に
お
け
る
研
究
の
目
的

と
捉
え
れ
ば
、
高
い
倫
理
観

の
も
と
に
大
学
の
研
究
が
あ

る
の
は
当
然
の
こ
と
で
す
。

論
文
や
デ
ー
タ
の
捏
造
は
起

こ
ら
な
い
は
ず
で
す
。
教
育

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
セ
ン
ト
ラ
ル
通
信 

N
o

．4 

令
和
五
年
十
二
月    



負
担
が
授
業
負
担
と
い
う
言

葉
に
置
き
換
わ
り
、
研
究
の

あ
り
方
を
含
め
教
育
機
関
と

し
て
の
大
学
に
つ
い
て
根
本

か
ら
考
え
る
こ
と
こ
そ
、
真

の
教
育
に
対
す
る
意
識
改
革

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

地
域
高
等
教
育
基
盤
セ
ン

タ
ー 令

和
五
年
四
月
、
教
育
分

野

に

お

け

る

機

構

T-
PRACTISS

構
想
の
実
現
を

目
標
に
、AC

に
地
域
高
等
教

育
基
盤
セ
ン
タ
ー
が
新
た
に

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
に
、
機
構
専
任
教
員
二
名

（
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
・
教
育
コ
ン
テ
ン
ツ
プ
ラ

ン
ナ
ー
）
、SPAR

C

特
任
教

員
一
名
が
採
用
さ
れ
、
兼
任

を
含
む
十
名
の
教
員
で
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。 

本
セ
ン
タ
ー
は
地
域
教
育

活
性
化
セ
ク
シ
ョ
ン
と
教
育

コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
セ
ク
シ
ョ

ン
で
構
成
さ
れ
、
前
者
に
は

C
O

C

グ
ル
ー
プ
とSPARC

グ
ル
ー
プ
が
置
か
れ
て
い
ま

す
。C

O
C

グ
ル
ー
プ
で
は
、

機
構
に
お
け
る
連
携
開
設
科

目
制
度
を
活
用
し
た
次
世
代

地
域
リ
ー
ダ
ー
育
成
に
、

SPARC

グ
ル
ー
プ
で
は
、

SPAR
C

事
業
で
のAC

と
の

連
携
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
教
育
コ
ン
テ
ン
ツ
開

発
セ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
授
業

の
動
画
化
等
、
教
育
のI

C
T

化

を
推
進
し
て
い
ま
す
。 

 東

海

国

立

大

学

機

構
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各
大
学
の
学
習
管
理
シ
ス

テ
ム(Learning M

anage-
m

ent System
, LM

S

）
で
あ

る
岐
阜
大
学
のA

IM
S

と
名

古
屋
大
学
のN

U
C

T

を
統
合

す
る
形
で
、
令
和
五
年
四
月

か
ら
機
構

LM
S

と
し
て

Tokai A
cadem

ic C
om

bi-
nation Tools (TACT)

の
運

用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
岐
阜
大
学
、
名
古

屋
大
学
の
学
生
、
教
職
員
の

共
同
利
用
が
可
能
と
な
っ
て

い
ま
す
。
両
大
学
の
学
生
が

受
講
可
能
な
連
携
開
設
科
目

が
令
和
五
年
度
か
ら
開
講
さ

れ
、
多
く
の
科
目
がTACT

上
の
同
一
の
コ
ー
ス
サ
イ
ト

で
運
用
さ
れ
ま
し
た
。
今
後

も
、
東
海
国
立
大
学
機
構
の

教
育
・
学
習
活
動
で
効
果
的

に
活
用
さ
れ
る
べ
く
、
運
用

チ
ー
ム
で
検
討
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
運
用
チ
ー
ム
は
、

主
査
を
中
村
泰
之
（
名
古
屋

大
学
）、
副
査
を
長
谷
川
暁
人

（
岐
阜
大
学
）
、
和
嶋
雄
一
郎

（
名
古
屋
大
学
）
と
し
、
メ
ン

バ
ー
と
し
て
、
青
木
英
悟
、
五

味
優
（
以
上
岐
阜
大
学
）
、
青

木
学
聡
、
石
原
正
也
、
宇
田
川

暢
、
江
上
由
希
、
大
平
茂
輝
、

荻
野
雄
三
、
佐
藤
俊
介
、
島
田

啓
史
、
柘
植
朗
、
野
村
亮
介
、

眞
下
拓
二
（
以
上
名
古
屋
大

学
）
が
入
っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

学
生
ス
テ
ー
タ
ス
・
シ
ス

テ
ム 大

学
生
に
な
っ
た
ば
か
り

の
学
生
が
一
番
悩
む
こ
と
の

一
つ
は
、
ど
の
講
義
を
履
修

す
る
か
で
し
ょ
う
。
友
人
と

相
談
し
な
が
ら
履
修
す
る
講

義
を
決
定
し
、
授
業
に
参
加

し
ま
す
。
そ
の
後
で
、
ど
の
よ

う
な
学
修
成
果
が
得
ら
れ
、

そ
れ
が
学
生
自
身
の
発
達
に

い
か
に
役
立
っ
て
い
る
の
か

が
わ
か
れ
ば
、
そ
の
後
の
学

習
の
動
機
付
け
に
さ
ら
に
役

立
ち
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
、
学
修
者
自

身
が
、
自
分
自
身
の
成
長
を

確
認
し
な
が
ら
、
履
修
を
計

画
す
る
こ
と
を
補
助
す
る
シ

ス
テ
ム
を
、
機
構
で
は
学
生

ス
テ
ー
タ
ス
・
シ
ス
テ
ム
と

名
付
け
て
い
ま
す
。
こ
の
シ

ス
テ
ム
は
、
学
修
者
自
身
が

学
修
成
果
・
到
達
度
等
を
可

視
化
し
て
確
認
す
る
と
と
も

に
、
課
外
活
動
や
留
学
な
ど
、

G
PA

や
修
得
単
位
数
だ
け
で

は
表
せ
な
い
活
動
成
果
を
も

可
視
化
す
る
こ
と
に
役
立
ち

ま
す
。 

岐
阜
大
学
で
は
、
令
和
五

年
十
月
よ
り
、「crescendo

」

が
運
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
名

古
屋
大
学
に
お
い
て
も
、
令

和
六
年
度
よ
り
、
学
務
情
報

シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
学
生
ス

テ
ー
タ
ス
・
シ
ス
テ
ム
が
運

用
さ
れ
ま
す
。 

今
後
は
、
運
用
チ
ー
ム
を

編
成
し
、
よ
り
効
果
的
な
運

用
方
法
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。
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